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タ イ ワ ン タ ケ ク マ バ チ、Xylocopa tranquebarorum 
(Swederus) は、中国、台湾など東アジア地域を原産地と
するミツバチ科クマバチ属の種であり、日本へは、2005 
年ごろに中国からの竹材輸入に随伴して侵入した外来
種と考えられる (山岸ら 2018)。本種はタケ類の枯死し
た主幹に穿孔し、節内部に営巣することから、竹製の支
柱、竹垣、竹箒などの農業、園芸資材の害虫となってい
る。本種の国内への定着、被害状況、在来種との競合や、
随伴するダニなどの環境リスクに関しては、Okabe et al. 
(2010)、山岸ら (2018) にまとめられている。
本種の営巣特性として、伐採後の新鮮な竹材への穿孔
例は見られるものの（田埜・黒川 2017）、青竹は使わな
いとされている (山岸ら 2018)。しかし、京都市伏見区の
森林総合研究所関西支所構内の竹見本林において、ホウ
ライチク Bambusa multiplex Raeusch. 青竹への穿孔が複数
確認されたことから、穿孔を受けた節の内部状況を観察
した。ここでは、根系から直接生立し、緑葉をつけた外
見上健全なものを「青竹」と定義する。

2022年 12 月 20日に行われた見本林剪定作業の際に見
られた被穿孔主幹部分のうち、本種による穿孔を受けた 
青竹 19節を採取して、節間長、節中央部直径、穿孔位置、
内部状況（営巣状況）を調査した。本試験以前に、構内
で青竹へのタイワンタケクマバチの穿孔行動が見られた
こと、青竹に見られた穿孔の形状と大きさが実際に営巣
を受けた主軸のものと同様であったことから、タイワン
タケクマバチによる穿孔であると判断した。営巣状況は、
１）穿孔開始、２）穿孔完了、３）営巣開始、４）繁殖
成功の４段階のどこまで進んでいたかを記録し、内部に
昆虫が越冬していた場合、そのグループを記録した。こ
こでは、タイワンタケクマバチ成虫が内部に侵入できる
とみられる穿孔が起こっていたものを穿孔完了、節内部
に薄い隔壁の痕跡が見られたものを営巣開始、明確な隔
壁の痕跡が見られたものを繁殖成功と判定した。比較対

象として、穿孔を受けた枯れ竹の主幹２本に関しても同
様の調査を行った。枯れ竹のうち、明確な隔壁の痕跡が
見られたものの、目視で、痕跡が退色しており、越冬成
虫も見られなかったものがあり、これらは、前年以前に
利用され、本年は利用されていないものと判断した。
結果は、Table 1にまとめた。支所構内では定期的に竹
見本林の剪定を行っていることから、これらの穿孔は、
概ね 2022 年のシーズン中に起こったものと推測される。
また、実際のデータは Table S1, S2にまとめた。節間長は、
青竹、枯れ竹で、それぞれ平均 40.3 cm、32.5 cm、穿孔
位置は、下から 23.8 cm (節間長に対する節基底部からの
距離の割合 : 58.7%)、12.4 cm (37.5%) となり、青竹の方
が節間がやや長く、穿孔位置もやや節上部寄りになった
が、中央部直径はそれぞれ 21.8 mm、21.3 mmであり、大
きな違いはなかった (Table 1A)。
穿孔の状況では、青竹では、１本の主幹の連続した節
への穿孔は２例のみで、他は単独の節に対するもので
あった (Table 1B, Table S1)。また、穿孔が完了したものの
うち２節では、節あたり２か所の穿孔が見られた。調査
した 19 節のうち、18 節では穿孔が完了していたが (Fig. 
1)、１節は穿孔途中で放棄されていた (Fig. S1)。穿孔を
完了した 18 節のうち、隔壁の痕跡が薄く見られたものは
３節のみであり、いずれも営巣前、もしくは営巣開始直
後に放棄されたとみられ、繁殖成功には至っていなかっ
た (Table 1B)。内部の昆虫類では、穿孔完了後に放棄さ
れた１節にタイワンタケクマバチ雌成虫１頭が越冬して
いた以外は、ドロバチ類前蛹、鱗翅目幼虫、ハリブトシ
リアゲアリ Crematogaster matsumurai Forel のコロニー
が、それぞれ１節ずつに見られた。これらはすべて、二
次利用者と考えられた (Table 1B、Fig. 2)。なお、ドロバ
チ類幼虫に関しては、ミトコンドリア DNA の一部を決
定し (Accession number: LC757018)、GenBank 登録配列と
比較したところ、オオフタオビドロバチ Anterhynchium 
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flavomarginatum (Smith) (AB969817, MT178404) と最近縁
で、92%程度の相同性を示した。これに対し、２本の枯
れ竹は、調査に用いた、連続したすべての節で穿孔が見
られ、前年度以前の利用も含めると調査した 17節のうち、
穿孔完了後に放棄された２節を除き、15節で明確な隔壁
の痕跡に加えて、一部では越冬成虫が見られたため、繁
殖成功に至っていたと判断された (Table 1C)。タイワンタ

ケクマバチの越冬が確認されたのは、12節であり、平均
越冬個体数は8 (2-15) 頭であった (Table S2, Fig. S2)。また、
タイワンタケクマバチ以外では、二次利用者として鱗翅
目幼虫とクモ類が見られた。
以上から、タイワンタケクマバチは枯れ竹だけでなく、
青竹も営巣場所として利用を試みるということが確認さ
れた。しかし、いずれも穿孔を行うのみで、繁殖成功は
確認できず、青竹が利用可能な営巣資源であるとは考え
られない。
関西支所構内の竹見本林で青竹への穿孔が起こった理
由として、支所構内では枯れ竹にかなりの穿孔が見られ
るため、個体群密度の上昇による資源の枯渇などが考え
られる。また、青竹においては、ほとんどが穿孔完了後
に放棄されていたが、これは、青竹の節内部が枯れ竹に
比べて湿度が高く、営巣環境として適切ではなかったと
いうこと、タケ類で知られる抗微生物活性 (大平 2017) 
が昆虫に対しても影響を与えた可能性が考えられる。し
かし、これらに関しては実験的なデータは得られていな
いため、検証が必要である。さらに、青竹への穿孔がど
の程度一般的にみられる現象であるかに関しても情報は

A.調査した節の平均値

タケの状態 n 節間長
(cm)

節中央部
直径 (mm)

穴位置 2)

 (cm)
穴位置 3)

(%) 備考

青竹 19
40.3 ± 5.5 21.8 ± 2.1 23.8 ± 7.8 58.7 ± 16

-
(30–52) (17–27) (12–40) (37–98)

枯れ竹 17
32.5 ± 3.1 21.3 ± 3.7 12.4 ± 6.5 37.5 ± 18

-
(27–38) (14–30) (3–31) (9–91)

B.青竹の利用状況

利用状況 n 節間長
(cm)

節中央部
直径 (mm)

穴位置 2)

 (cm)
穴位置 3)

(%) 備考

穿孔中止 1 41 27 40 98

穿孔完了 15
40.8 ± 6.0 21.7 ± 1.3 24.2 ± 6.8 59.3 ± 13 二次利用 4)

(30–52) (19–23) (12–38) (37–86)

営巣開始 3
38.6 20.7 16.7 42.7

-
(35, 39, 42) (17, 23, 22) (13, 17, 20) (37, 43, 47)

繁殖成功 0 - - - -

C. 枯れ竹の利用状況

利用状況 n 節間長
(cm)

節中央部
直径 (mm)

穴位置 2)

 (cm)
穴位置 3)

(%) 備考

穿孔後放棄 2 27, 29 14, 18 6, 11 22, 38 二次利用 5)

営巣開始
15

33.2 ± 2.7 22.1 ± 3.1 12.9 ± 6.7 38.4 ± 19 二次利用、
越冬個体あ
り 6)(= 繁殖成功 ) 1) (28–38) (18–30) (3–31) (9–91)

Table 1. タイワンタケクマバチの穿孔を受けたホウライチクの各節内部の状態

数値は、mean ± SD (range) の形で示す．
1)枯れ竹では、営巣開始されたものはすべて、繁殖成功したものとみられた。
2)節の基底部からの距離 (cm)
3)節間長に対する節基底部からの距離の割合 (%)
4)二次利用者として、タイワンタケクマバチ雌成虫越冬１個体、ドロバチ幼虫、
鱗翅目幼虫、ハリブトシリアゲアリがそれぞれ異なる節から検出
5)二次利用者として、クモ類、鱗翅目幼虫がそれぞれ異なる節から検出
6)本年度営巣したもののうち、12節から平均 8頭 (2–15 頭 ) のタイワンタケク
マバチ越冬個体を検出。前年以前に営巣され、当年は利用されなかった 1節か
らクモ類による二次利用を確認。

図１

図２

Fig. 1. 青竹へのタイワンタケクマバチの穿孔
           A：表面、B：内側
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ないため、穿孔によるタケへの影響なども含め、今後の
検証が必要である。
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Fig. S1. 青竹への穿孔途中で放棄された巣穴
              A：表面、B：内側
Fig. S2.  枯れ竹内部のタイワンタケクマバチ越冬個体と隔

壁の痕跡
               A：割材時に得られた越冬成虫、B：節内部に形成

された隔壁の痕跡
Table S1. 青竹
                  2022 年 12 月 20 日に採取、調査したタケの節間

長、節中央部直径、穿孔位置、内部状況．穿孔
位置は、節基底部からの実際の距離 (cm) と節全
体の長さに対すその距離の割合 (%) で示した。

                 1)１節に２か所穿孔
                 2), 3) それぞれ連続した節
Table S2. 枯れ竹２本分
                  2022 年 12 月 20 日に採取、調査したタケの節間

長、節中央部直径、穿孔位置、内部状況．穿孔
位置は、節基底部からの実際の距離 (cm) と節全
体の長さに対するその距離の割合 (%) で示した。
枯れ竹は２本を観察し、それぞれ No. 1 (1-9 の 9
節 )、No. 2 (1-8 の 8 節 ) の番号を上部から付けた。

                 1) １節に２か所穿孔

Fig. 2. 穿孔を受けた青竹内部の昆虫
             A：タイワンタケクマバチ雌成虫、B：オオフタオビドロバチもしくは近縁種の前蛹、C：鱗翅目幼虫、D：ハリブ

トシリアゲアリのコロニー

図１

図２




